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今月の
はさみの人 さん

令和３年度 長崎県高等学校総合文化祭　【美術部門】工芸部門

優秀賞 『新奇深藍』＊作品は2年次に制作したものです。
しん き しんらん

　
見
る
方
向
に
よ
っ
て
変
化
す
る
色
や
形
を
、
人
の
感
情
に
例
え
て
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
公
募
展
に
出
品
で
き
な
か
っ
た
残
念
な
気
持
ち
や
制
作
途
中
の
ひ
び
割
れ
で

　
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
鬱
屈
し
た
気
持
ち
を
、
こ
の
作
品
に
込
め
て
い
ま
す
。

　
題
名
の
『
新
奇
深
藍
』
は
、
目
新
し
く
珍
し
い
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

人
の
感
情
を
表
現
し
た
い
。

一般会計予算

ここに
注目！

過去最高額を更新
はさみ議会だより156号 及び157号でお伝えしていましたホームページへの会議録掲載時期に
遅れがありましたことをお詫び申し上げます。お詫び

編
集
後
記

 

コ
ロ
ナ
禍
で
三
年
目
。
最
近
で
は
軍
事

侵
攻
、
物
価
高
な
ど
予
想
も
で
き
な
か

っ
た
事
が
多
数
起
き
て
い
ま
す
。
本
町

に
お
い
て
は
災
害
復
旧
や
新
庁
舎
建
設

工
事
、
ま
た
各
課
新
年
度
の
事
業
な
ど

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　「
議
会
だ
よ
り
」
の
重
要
性
を
再
認

識
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
議
会
は
生
中

継
で
も
配
信
し
て
い
ま
す
が
、「
議
会
だ

よ
り
」
に
は
紙
面
で
伝
え
て
い
く
大
き

な
役
目
が
あ
り
ま
す
。

　限
ら
れ
た
紙
面
で
内
容
を
詳
し
く
お

伝
え
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
で

き
る
だ
け
わ
か
り
易
く
お
伝
え
し
ま
す
。

　今
後
と
も
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
　
　（澤
田
　昭
則
）
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特
別
委
員
会

次回定例会は６月７日から16日までを予定しています。

傍聴者の声 3月定例会には延べ15人の傍聴者がありました。
今回はケーブルテレビ視聴者の声も紹介します。

　プレミアム商品券は全
商店や事業会社も取扱店
にできないでしょうか｡
小さなコーヒー館などで
も使えたら良いと思いま
す。同じ町民です。
　　　　　（60代　男性）

　議会当日、傍聴に行けな
くてもテレビで後日、見ら
れるので、波佐見の行政が
少し理解できました。

（50代　男性）

　一般質問では新年
度事業に向けて様々
な提案を出してほし
かった。

（40代　男性）

　傍聴席で音声は聞き
やすかった。テレビモニ
ターも見やすかった。

（70代　男性）

　予算特別委員会の
質疑で細かい内容の
ことも重要ですが、
大きな事業について
たくさん質問しても
らいたかった。

（40代　男性） 　今年度当初予算額がかな
り増額しているのは、豪雨
災害の復旧工事や新庁舎建
設などの事業が加わってい
ることがわかった。

（50代　男性）

　傍聴者にも提案される議
案内容の書類を配布しても
らい、それを参考に、審議
される様子を見てみたい。

（50代　男性）

　予算特別委員会の質疑応
答をテレビで視聴しました
が、長時間で疲れました。

（60代　男性）

（TV画像）（TV画像）

発
行
責
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　３月定例会において予算特別委員会を設置し、令和４年度の一般会計予算、国民健康保険
事業特別会計予算など４つの特別会計予算及び上水道事業会計など２つの企業会計予算を審
査し、すべて全会一致で可決。（予算特別委員会の主な質疑については、Ｐ4～Ｐ５に掲載）

　近年、新型コロナウイルス感染症対策費や、ふるさとづくり応援寄附金などで大幅な増額
となり、平成29年度と比べ、85％（50.9億円）増の予算計上となった。

一般会計当初予算の推移

歳  入

令和４年度　111.1億円

令和３年度　 84.4億円

令和元年度　 69.0億円

平成29年度　 60.2億円 60.2

69.0

84.4

111.1

0 20 40 60 80 100 120

 

歳  出（性質別）

ふるさとづくり応援基金 活用基金総額　7億1000万円計上

（１）ふるさとを元気に楽しくする活動に関する事業　　 １億7600万円 　
・定住奨励金や移住・居住費用等支援、空き家対策などの「移・職・住」促進事業
・観光客拡大のためイベント開催や施設の整備などの波佐見ファン拡大事業
・廃石膏型のリサイクルや就農者の支援などを行う窯業・農畜産業振興事業
・プレミアム商品券や商店振興会の活性化支援を行う中小企業・事業者支援事業

（２）懐かしい景観、新しい町並み整備に関する事業　　 １億7400万円 　
・道路改良、桜づつみ河川公園などの路面改修や施設の補修を行う町並み整備事業

（３）未来に伝えたい伝統文化の保存、整備に関する事業 105０万円 　
・無形民俗文化財の映像記録、中尾・鬼木郷の景観保存の調査などの文化推進事業

（４）次世代を担う子供たちの健全育成に関する事業 2億8100万円 　
・保育士の確保や保育所等施設の整備に支援する保育士・子育て支援事業
・波佐見高校支援、大学生等の奨学金返還支援を行う学生等支援事業
・小中学校トイレ改修（洋式化）や各学校の設備改修などを行う教育環境整備事業

（５）その他町長が必要と認める事業 685０万円 　
・自治会要望の交通安全施設や防犯灯の整備、災害避難所の改修を行う安心安全まちづくり事業

令和４年度 一 般 会 計 予 算 111億1000万円を計上
前年度比　26億6900万円　31.6％増

・町民税全体は、前年度１０.
４％増を見込み約５億400
万円を計上。

・国・県支出金は、３年８月
豪雨被害に伴う災害復旧事
業費補助金やコロナ感染症
予防接種に関する負担金な
ど、約２７億5200万円を計
上。

・ふるさとづくり応援寄附金
は３年度決算見込み（約２１
億円）を勘案し、１８億円を
計上するなど大幅な増額と
なった。

・新型コロナウイルス感染症
　対策費に、総額約２億円を
　計上。
・新庁舎建設事業に、約１０
　億8000万円を計上。
・８ 月 豪 雨 に よ る 農 地 等 地
 すべり復旧事業に、約７億

2400円を計上。
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鬼木の古民家（旧 福田清人邸）
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万
円
、

た
ば
こ
税
は
約
８
３
６
８
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

法
人
税
の
大
き
な
減
収
は
。

大
企
業
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
減
収

が
主
な
要
因
で
あ
る
。

第
６
次
総
合
計
画
の
委
託
先
及
び

委
託
内
容
は
。

「
㈱
ぎ
ょ
う
せ
い
」
に
、
ア
ン
ケ

ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
印
刷
業
務

ま
で
を
委
託
す
る
。
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Q
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Ａ
歳
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費
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農
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水
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業
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移
住
定
住
等
人
口
減
対
策
の
補
助

金
は
。実

績
に
基
づ
き
結
婚
・
新
婚
生
活

補
助
金
３
０
０
万
円
。
60
万
円
の
５
件

で
29
歳
以
下
が
対
象
。30
代
は
30
万
円
。

波
佐
見
高
校
関
連
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

へ
の
補
助
金
３
０
０
万
円
は
、
10
年
間

を
見
通
し
て
の
額
か
。
補
助
内
容
は
。

立
ち
上
げ
へ
の
補
助
で
３
年
間
を

予
定
。
事
務
局
長
及
び
食
事
担
当
者
の

人
件
費
と
し
て
月
額
25
万
円
。

鴻
ノ
巣
公
園
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

パ
ー
ク
事
業
の
概
要
は
。

本
体
工
事
は
３
月
末
に
完
成
。
電

気
そ
の
他
の
設
備
も
秋
ま
で
に
は
整
備

完
了
の
予
定
。
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Q

Ｑ

Q

ＱＡ

防
犯
灯
の
費
用
は
。
農
作
物
に
影

響
の
少
な
い
光
害
対
応
の
防
犯
灯
も
あ

る
と
聞
く
が
。

新
た
に
立
て
る
と
11
万
６
千
円
。

光
害
防
止
に
つ
い
て
は
研
究
し
た
い
。

約
10
億
円
の
児
童
措
置
費
の
内
容

は
。

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
に
、
預

か
る
人
数
に
応
じ
て
人
件
費
・
事
務
費

等
の
運
営
費
を
補
助
。

誕
生
祝
い
金
３
０
０
万
円
は
何
名

を
予
定
し
て
い
る
か
。

第
３
子
以
降
、
１
人
10
万
円
、
30

人
分
を
予
定
。

Q

ＱＡ

Q

ＱＡ

　
環
境
衛
生
作
業
員
の
増
員
は
。

例
年
通
り
６
名
体
制
。
年
間
を
通

し
た
作
業
量
で
計
上
し
、
今
の
と
こ
ろ

は
対
応
で
き
て
い
る
。

町
民
霊
園
の
継
承
で
き
て
い
な
い

墓
は
ど
う
す
る
の
か
。

改
葬
す
る
か
、
無
縁
墓
地
と
す
る

か
、
そ
の
墓
を
新
た
に
一
つ
の
区
画
と

し
て
利
用
者
を
募
る
か
、
今
後
何
ら
か

の
方
向
性
を
出
す
必
要
が
あ
る
。

環
境
保
全
条
例
制
定
の
予
算
は
。

特
化
し
て
予
算
計
上
し
て
い
な
い
。

必
要
な
場
合
は
補
正
で
対
応
し
た
い
。

浄
化
槽
整
備
事
業
の
内
訳
は
。

30
基
を
予
定
。
増
築
部
分
は
補
助

対
象
外
な
の
で
、
町
単
独
で
補
助
。

Q
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Q

ＱＡ

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
は
。

駄
野
地
区
の
イ
チ
ゴ
農
家
が
対
象
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
事
業
は
。

保
育
間
伐
に
充
て
る
。

防
災
重
点
溜
池
の
調
査
内
容
は
。

水
が
抜
け
た
状
態
の
堤
体
を
目
視

に
よ
り
調
査
し
、
結
果
次
第
で
は
工
事

を
行
う
。（
所
有
者
の
負
担
は
一
割
）。

新
幹
線
開
業
に
向
け
た
予
算
は
。

特
化
し
た
事
業
と
し
て
は
、
鬼
木

古
民
家
整
備
事
業
と
佐
賀
・
長
崎
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

事
業
が
あ
る
。

Q

ＱＡ

廃
石
膏
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

４
年
度
が
最
終
年
と
な
り
工
業
的

リ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い

る
が
広
が
ら
な
い
。
中
間
処
理
業
者
と

安
く
処
理
し
て
も
ら
う
よ
う
交
渉
中
。

町
道
工
事
の
順
番
の
決
め
方
は
。

地
区
か
ら
の
要
望
順
。
現
地
状
況

を
見
て
、
交
通
安
全
面
や
地
区
に
か
た

よ
り
が
な
い
こ
と
な
ど
を
配
慮
し
て
い

る
。西

ノ
原
土
地
区
画
整
理
事
業
の
見

通
し
は
。

住
民
と
の
協
議
を
深
め
な
が
ら
事

業
の
見
直
し
の
検
討
作
業
を
進
め
る
。
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団
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報
酬
の
直
接
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払
は
検
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て
い
る
か
。

出
動
手
当
は
個
人
の
口
座
に
、
報

酬
は
分
団
に
支
給
し
て
い
る
。
直
接
支

給
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

英
語
検
定
負
担
金
の
内
容
は
。

中
学
３
年
生
が
対
象
。
３
級
受
験

者
に
４
８
０
０
円
、
50
人
分
を
計
上
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
者
は
月
６
０

０
円
、
タ
ク
シ
ー
で
は
２
４
０
０
円
程

の
負
担
。
何
と
か
な
ら
な
い
か
。

徒
歩
通
学
が
基
本
。
今
の
と
こ
ろ

は
現
行
通
り
で
お
願
い
し
た
い
。

学
校
給
食
支
援
事
業
補
助
金
の
内

容
は
。就

学
児
童
の
第
２
子
は
半
額
、
第

３
子
以
降
は
全
額
免
除
と
す
る
。
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鬼木の古民家（旧 福田清人邸）

総

　括　

費
務
総

Q

Ｑ

キャンプサイトパークのテント

防犯灯

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
に
関
す

る
２
８
９
件
の
質
疑
の
中
か
ら
主
な
も

の
を
掲
載
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
総
額
は
。
一
般
財

源
か
ら
の
持
ち
出
し
は
。

２
億
円
を
計
上
。
町
の
負
担
は
３

千
万
円
。
「
ふ
る
さ
と
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く
り
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援
基

金
」
か
ら
支
出
す
る
。

重
点
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策
は
。
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設
・
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旧
・
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る
さ

と
納
税
・
Ｄ
Ｘ
関
連
。
　

官
製
談
合
事
件
を
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ま
え
、入
札

等
で
は
ど
ん
な
対
策
を
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じ
て
い
る
か
。

２
段
階
ラ
ン
ダ
ム
化
の
仕
組
み
を

導
入
。
文
書
管
理
も
厳
正
に
行
い
、
職

員
倫
理
研
修
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
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Ｖ
パ
ー
ク
の
利
用
状
況
は
。

20
件
を
超
え
る
月
も
あ
っ
た
。
４

年
度
は
平
均
20
件
を
上
回
る
見
込
み
。

自
動
車
税
等
、
税
収
の
３
年
度
の

主
な
決
算
見
込
み
は
。

軽
自
動
車
税
は
約
６
２
０
４
万
円
、

た
ば
こ
税
は
約
８
３
６
８
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

法
人
税
の
大
き
な
減
収
は
。

大
企
業
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
減
収

が
主
な
要
因
で
あ
る
。

第
６
次
総
合
計
画
の
委
託
先
及
び

委
託
内
容
は
。

「
㈱
ぎ
ょ
う
せ
い
」
に
、
ア
ン
ケ

ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
印
刷
業
務

ま
で
を
委
託
す
る
。
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移
住
定
住
等
人
口
減
対
策
の
補
助

金
は
。実

績
に
基
づ
き
結
婚
・
新
婚
生
活

補
助
金
３
０
０
万
円
。
60
万
円
の
５
件

で
29
歳
以
下
が
対
象
。30
代
は
30
万
円
。

波
佐
見
高
校
関
連
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

へ
の
補
助
金
３
０
０
万
円
は
、
10
年
間

を
見
通
し
て
の
額
か
。
補
助
内
容
は
。

立
ち
上
げ
へ
の
補
助
で
３
年
間
を

予
定
。
事
務
局
長
及
び
食
事
担
当
者
の

人
件
費
と
し
て
月
額
25
万
円
。

鴻
ノ
巣
公
園
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

パ
ー
ク
事
業
の
概
要
は
。

本
体
工
事
は
３
月
末
に
完
成
。
電

気
そ
の
他
の
設
備
も
秋
ま
で
に
は
整
備

完
了
の
予
定
。

Ａ

Q

Ｑ

Q

ＱＡ

防
犯
灯
の
費
用
は
。
農
作
物
に
影

響
の
少
な
い
光
害
対
応
の
防
犯
灯
も
あ

る
と
聞
く
が
。

新
た
に
立
て
る
と
11
万
６
千
円
。

光
害
防
止
に
つ
い
て
は
研
究
し
た
い
。

約
10
億
円
の
児
童
措
置
費
の
内
容

は
。

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
に
、
預

か
る
人
数
に
応
じ
て
人
件
費
・
事
務
費

等
の
運
営
費
を
補
助
。

誕
生
祝
い
金
３
０
０
万
円
は
何
名

を
予
定
し
て
い
る
か
。

第
３
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以
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、
１
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10
万
円
、
30

人
分
を
予
定
（
国
保
対
象
）
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境
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生
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の
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は
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通
り
６
名
体
制
。
年
間
を
通

し
た
作
業
量
で
計
上
し
、
今
の
と
こ
ろ

は
対
応
で
き
て
い
る
。

町
民
霊
園
の
継
承
で
き
て
い
な
い

墓
は
ど
う
す
る
の
か
。

改
葬
す
る
か
、
無
縁
墓
地
と
す
る

か
、
そ
の
墓
を
新
た
に
一
つ
の
区
画
と

し
て
利
用
者
を
募
る
か
、
今
後
何
ら
か

の
方
向
性
を
出
す
必
要
が
あ
る
。

環
境
保
全
条
例
制
定
の
予
算
は
。

特
化
し
て
予
算
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上
し
て
い
な
い
。

必
要
な
場
合
は
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正
で
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た
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。

浄
化
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整
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事
業
の
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は
。
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。
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は
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の
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の
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。
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環
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与
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事
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は
。

保
育
間
伐
に
充
て
る
。

防
災
重
点
溜
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の
調
査
内
容
は
。

水
が
抜
け
た
状
態
の
堤
体
を
目
視

に
よ
り
調
査
し
、
結
果
次
第
で
は
工
事

を
行
う
。（
所
有
者
の
負
担
は
一
割
）。

新
幹
線
開
業
に
向
け
た
予
算
は
。

特
化
し
た
事
業
と
し
て
は
、
鬼
木

古
民
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整
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事
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と
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賀
・
長
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デ
ス
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。
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終
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と
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り
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的
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を
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し
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う
と
し
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い

る
が
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が
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な
い
。
中
間
処
理
業
者
と

安
く
処
理
し
て
も
ら
う
よ
う
交
渉
中
。

町
道
工
事
の
順
番
の
決
め
方
は
。

地
区
か
ら
の
要
望
順
。
現
地
状
況

を
見
て
、
交
通
安
全
面
や
地
区
に
か
た

よ
り
が
な
い
こ
と
な
ど
を
配
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し
て
い

る
。西

ノ
原
土
地
区
画
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理
事
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の
見

通
し
は
。

住
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と
の
協
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を
深
め
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が
ら
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し
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進
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出
動
手
当
は
個
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に
、
報

酬
は
分
団
に
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し
て
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る
。
直
接
支

給
に
つ
い
て
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す
る
。

英
語
検
定
負
担
金
の
内
容
は
。

中
学
３
年
生
が
対
象
。
３
級
受
験

者
に
４
８
０
０
円
、
50
人
分
を
計
上
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
者
は
月
６
０

０
円
、
タ
ク
シ
ー
で
は
２
４
０
０
円
程

の
負
担
。
何
と
か
な
ら
な
い
か
。

徒
歩
通
学
が
基
本
。
今
の
と
こ
ろ

は
現
行
通
り
で
お
願
い
し
た
い
。

学
校
給
食
支
援
事
業
補
助
金
の
内

容
は
。就

学
児
童
の
第
２
子
は
半
額
、
第

３
子
以
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は
全
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除
と
す
る
。
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＜提案理由＞
　国や県において、行政手続きにおける押印廃止に向けた取組みが進められている中で、
本町においても行政手続きの簡素化を図るため、関係条例において所要の改正を行うもの
である。

＜押印見直しに伴う関係条例の整備に関する条例＞
第１条　波佐見町印鑑条例 （昭和49年波佐見町条例第24号） の一部を改正する。
第２条　波佐見町固定資産評価審査委員会条例（昭和31年波佐見町条例第32号）の一部

を改正する。
第３条　職員の服務の宣誓に関する条例（昭和31年波佐見町条例第13号）の一部を改

正する。※宣誓書への押印を削除。
第４条　波佐見町火入れに関する条例（昭和59年波佐見町条例第13号）の一部を改正

する。※火入れ許可書の申請者の押印を削除。

＜支出根拠書類の押印＞
　○「契約書」「協議書」「覚書」 ・・・・押印を存続。
　○「入札書」・・・・電子署名を用いた電子入札以外は押印を存続。

3月定例会　議案審議

押印廃止に伴う関係条例の整備に
関する条例

可決

＜提案理由＞
　波佐見町内で施行される建設土木事業に充てるため、地方自治法第２２４条の規定によ
り徴収する分担金について、同法第２２８条第１項の規定に基づき、必要な事項を定める
ために制定するものである。

＜条例より一部抜粋＞
○第２条　町長は、町又は県が施行する建設土木事業に要する経費の一部について、当

該事業により特に利益を受ける者（受益者）から分担金を徴収する。なお、
受益者の範囲については、関係者において決定する。

○第３条　分担金を徴収する建設土木事業は下表のとおり。
○第４条　徴収する分担金の額は下表のとおり。

波佐見町建設土木事業分担金徴収条例 可決

　　分担金の率
総額の100分の５
総額の100分の10
総額の100分の20

区分
公共関連
その他

―

事業主体

県

町

事業名

急傾斜地崩壊対策事業

急傾斜地崩壊対策事業
崩壊した急傾斜地

・令和４年度一般会計予算
・令和４年度特別会計予算（４会計）
・令和４年度企業会計予算（２会計）

・令和３年度一般会計補正予算（第10～13号）

・令和３年度一般会計補正予算（第14号）
・令和３年度特別会計補正予算（４会計）
・令和３年度上水道事業会計補正予算（第３号）

・押印廃止に伴う関係条例の整備に関する条例
・波佐見町建設土木事業分担金徴収条例
・波佐見町議会議員の議員報酬及び費用弁償等
　に関する条例の一部を改正する条例
・特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
　弁償に関する条例の一部を改正する条例
・町長及び副町長の給与に関する条例の一部を
　改正する条例
・一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
　正する条例
・波佐見町国民健康保険条例の一部を改正する条例
・波佐見町消防団員の定員、任免、服務、給与
　等に関する条例の一部を改正する条例

・字の区域の変更について

条例

その他

予算

専決
処分

補正
予算

孝
和
　
上
尾

照
泰
　
井
今

男
法
　
川
藤

孝
正
　
坂
脇

美
清
　
村
北

孝
　
　
石
三

代
聖
　
山
横

光
　
　
後
城

也
勝
　
田
福

馬
達
　
村
岡

喜
有
　
添
田

美
由
真
村
岡

則
昭
　
田
澤 審議

の
結果

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○ 承認

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○ 可決

可決

可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

賛 否 表
◯賛成　●反対　※議長は採決に加わりません。 名

員
議

議席
No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

３月定例会３月定例会３月定例会
令和 4 年 3 月定例会では、9 人が下記の内容で一般質問を行いました。
3月定例会会議録は、5月下旬ごろ町ホームページに掲載します。
令和 4 年 3 月定例会では、9 人が下記の内容で一般質問を行いました。
3月定例会会議録は、5月下旬ごろ町ホームページに掲載します。

https://www.town.hasami.lg.jp  
QRコードを読み取ると各議員の動画が見られます。
https://www.town.hasami.lg.jp  
QRコードを読み取ると各議員の動画が見られます。

※は掲載項目です。

ページ 議員名 質問項目

８
・
９

10

城後　　光

岡村　達馬
 

田添　有喜

北村　清美

※・施政方針

※・地方自治体の窓口業務
※・町が管理する土地内（道路等）
　 　の民有地

※・ふるさとづくり応援基金の
      効果的な運用
※・防災行政
※・町道の整備

※・高齢者対策
　・職員採用の対策

ページページ 議員名 質問項目

10
・
11

12
・
13

藤川　法男

澤田　昭則 

脇坂　正孝

岡村真由美

※・企業誘致・交流事業
※・地場産業の振興

※・施政方針

三石　　孝 ※・施政方針

※・SDGs（持続可能な開発目標）
　　の取組み

※・町民霊園
※・施政方針

9人が
登壇

３
月
定
例
会

※100円未満の端数がある場合は、これを切り捨てる。

（一部抜粋）

一 般 質 問一 般 質 問

　この条例案は、急傾斜地の地すべりや崩壊等の拡大防止のため、主として私有地
を対象に適用される。事業費の一定額は関係者負担となるが、更なる災害を防ぎ、
国土保全、生命・財産を守るためにも、条例化は必要である。

脇坂　正孝 議員
賛成
　討論
賛成
　討論
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＜提案理由＞
　国や県において、行政手続きにおける押印廃止に向けた取組みが進められている中で、
本町においても行政手続きの簡素化を図るため、関係条例において所要の改正を行うもの
である。

＜押印見直しに伴う関係条例の整備に関する条例＞
第１条　波佐見町印鑑条例 （昭和49年波佐見町条例第24号） の一部を改正する。
第２条　波佐見町固定資産評価審査委員会条例（昭和31年波佐見町条例第32号）の一部

を改正する。
第３条　職員の服務の宣誓に関する条例（昭和31年波佐見町条例第13号）の一部を改

正する。※宣誓書への押印を削除。
第４条　波佐見町火入れに関する条例（昭和59年波佐見町条例第13号）の一部を改正

する。※火入れ許可書の申請者の押印を削除。

＜支出根拠書類の押印＞
　○「契約書」「協議書」「覚書」 ・・・・押印を存続。
　○「入札書」・・・・電子署名を用いた電子入札以外は押印を存続。

3月定例会　議案審議

押印廃止に伴う関係条例の整備に
関する条例

可決

＜提案理由＞
　波佐見町内で施行される建設土木事業に充てるため、地方自治法第２２４条の規定によ
り徴収する分担金について、同法第２２８条第１項の規定に基づき、必要な事項を定める
ために制定するものである。

＜条例より一部抜粋＞
○第２条　町長は、町又は県が施行する建設土木事業に要する経費の一部について、当

該事業により特に利益を受ける者（受益者）から分担金を徴収する。なお、
受益者の範囲については、関係者において決定する。

○第３条　分担金を徴収する建設土木事業は下表のとおり。
○第４条　徴収する分担金の額は下表のとおり。

波佐見町建設土木事業分担金徴収条例 可決

　　分担金の率
総額の100分の５
総額の100分の10
総額の100分の20

区分
公共関連
その他

―

事業主体

県

町

事業名

急傾斜地崩壊対策事業

急傾斜地崩壊対策事業
崩壊した急傾斜地

・令和４年度一般会計予算
・令和４年度特別会計予算（４会計）
・令和４年度企業会計予算（２会計）

・令和３年度一般会計補正予算（第10～13号）

・令和３年度一般会計補正予算（第14号）
・令和３年度特別会計補正予算（４会計）
・令和３年度上水道事業会計補正予算（第３号）

・押印廃止に伴う関係条例の整備に関する条例
・波佐見町建設土木事業分担金徴収条例
・波佐見町議会議員の議員報酬及び費用弁償等
　に関する条例の一部を改正する条例
・特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
　弁償に関する条例の一部を改正する条例
・町長及び副町長の給与に関する条例の一部を
　改正する条例
・一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
　正する条例
・波佐見町国民健康保険条例の一部を改正する条例
・波佐見町消防団員の定員、任免、服務、給与
　等に関する条例の一部を改正する条例

・字の区域の変更について

条例

その他

予算

専決
処分

補正
予算

孝
和
　
上
尾

照
泰
　
井
今

男
法
　
川
藤

孝
正
　
坂
脇

美
清
　
村
北

孝
　
　
石
三

代
聖
　
山
横

光
　
　
後
城

也
勝
　
田
福

馬
達
　
村
岡

喜
有
　
添
田

美
由
真
村
岡

則
昭
　
田
澤 審議

の
結果

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○ 承認

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○ 可決

可決

可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

賛 否 表
◯賛成　●反対　※議長は採決に加わりません。 名

員
議

議席
No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

３月定例会３月定例会３月定例会
令和 4 年 3 月定例会では、9 人が下記の内容で一般質問を行いました。
3月定例会会議録は、5月下旬ごろ町ホームページに掲載します。
令和 4 年 3 月定例会では、9 人が下記の内容で一般質問を行いました。
3月定例会会議録は、5月下旬ごろ町ホームページに掲載します。

https://www.town.hasami.lg.jp  
QRコードを読み取ると各議員の動画が見られます。
https://www.town.hasami.lg.jp  
QRコードを読み取ると各議員の動画が見られます。

※は掲載項目です。

ページ 議員名 質問項目

８
・
９

10

城後　　光

岡村　達馬
 

田添　有喜

北村　清美

※・施政方針

※・地方自治体の窓口業務
※・町が管理する土地内（道路等）
　 　の民有地

※・ふるさとづくり応援基金の
      効果的な運用
※・防災行政
※・町道の整備

※・高齢者対策
　・職員採用の対策

ページページ 議員名 質問項目

10
・
11

12
・
13

藤川　法男

澤田　昭則 

脇坂　正孝

岡村真由美

※・企業誘致・交流事業
※・地場産業の振興

※・施政方針

三石　　孝 ※・施政方針

※・SDGs（持続可能な開発目標）
　　の取組み

※・町民霊園
※・施政方針

9人が
登壇

３
月
定
例
会

※100円未満の端数がある場合は、これを切り捨てる。

（一部抜粋）

一 般 質 問一 般 質 問

　この条例案は、急傾斜地の地すべりや崩壊等の拡大防止のため、主として私有地
を対象に適用される。事業費の一定額は関係者負担となるが、更なる災害を防ぎ、
国土保全、生命・財産を守るためにも、条例化は必要である。

脇坂　正孝 議員
賛成
　討論
賛成
　討論
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城後　光 議員田添　有喜 議員 岡村　達馬 議員
時代に合わせて
行政を変えること

予算に余裕が
ない

自治体ＤＸとは県管理の河川整備を

議員町長

町長町長
調査・研究
したい

窓口業務民営化への
取組みは

町長

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

ＬＩＮＥによる情報提供、
予約システム

　今後、自治体ＤＸ
に積極的に取り組ん
でいくという意識を
感じたやりとりであった。

　新庁舎完成に合わ
せ一気に取り組んで
ほしい。

つぶ
　やき

荒れた河川

八島交差点（提案図）

　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
は
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

業
務
の
効
率
化
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
改
善
を
進
め
な
が
ら
、
住

民
の
利
便
性
向
上
を
目
指
す
取

組
み
。

Ｄ
Ｘ
で
、行
政
サ
ー
ビ
ス

は
ど
う
変
化
す
る
か
。

手
書
き
で
氏
名
住
所
を

記
入
す
る
こ
と
な
く
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
簡
単
に
申
請
が
で

き
た
り
、
役
場
に
出
向
か
な
く

と
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
申
請
が
で
き
た
り
、
コ
ン
ビ

ニ
で
各
種
証
明
書
の
受
け
取
り

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　
本
町
の
税
収
は
、
人
口
減
少

下
に
お
い
て
大
き
な
増
加
を
見

込
め
な
い
。
こ
の
た
め
、
職
員

数
を
大
幅
に
増
や
し
て
い
く
こ

と
は
現
実
的
で
は
な
い
。

Ｄ
Ｘ
を
進
め
て
い
く
う

え
で
の
課
題
は
。

ま
ず
、
町
職
員
の
意
識

改
革
が
必
要
。
Ｄ
Ｘ
を

進
め
る
こ
と
が
自
ら
の
業
務
改

善
を
進
め
る
こ
と
に
繋
が
る
と

い
う
意
識
を
高
め
て
い
く
。
次

に
、
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
環
境
に

慣
れ
な
い
町
民
に
い
か
に
使
い

や
す
い
状
態
を
提
供
で
き
る
か

は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
利
用

で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
少
し

で
も
増
や
し
て
い
き
、
簡
単
に

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
と
い

う
認
識
を
高
め
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

な
ぜ
今
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組

む
の
か
。

限
ら
れ
た
職
員
の
数
で

自
分
た
ち
の
職
場
環
境

と
同
時
に
住
民
福
祉
の
向
上
を

議員町長

議員町長

効
率
的
に
行
う
に
は
、Ｄ
Ｘ
に
取

り
組
む
し
か
な
い
。
国
や
県
の

方
針
か
ら
も
こ
の
３
年
で
形
に

で
き
る
よ
う
、
令
和
４
年
度
か

ら
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

議員
　
地
方
行
政
は
社
会
情
勢
に
よ

る
人
口
減
で
厳
し
い
状
況
に
あ

る
一
方
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
は
地
方
行
政
改
革
推

進
の
た
め
、
民
間
に
委

託
で
き
る
公
務
の
範
囲
を
通
知

し
た
り
、
示
し
た
り
し
て
い

る
。
本
町
で
は
ど
う
か
。

社
会
情
勢
や
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
に
よ
り
、
人
口

減
少
だ
け
で
は
職
員
数
を
語
れ

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

窓
口
業
務
を
民
間
委
託

し
て
い
る
自
治
体
に
は

経
費
削
減
に
よ
り
出
た
成
果
を

子
育
て
支
援
事
業
な
ど
に
充
て

て
い
る
所
も
あ
る
。
ま
た
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
導
入
に
よ
り
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
、

職
員
は
本
来
の
職
務
に
専
念
で

き
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
本

町
で
は
ど
う
か
。

先
行
し
て
い
る
近
隣
自

治
体
の
調
査
・
研
究
や

派
遣
会
社
か
ら
の
派
遣
と
い
う

方
法
も
あ
り
、検
討
を
進
め
た
い
。

議員 町長

町長

議員
　
町
長
は
、
か
ね
て
よ
り
「
自

治
会
の
活
性
な
く
し
て
町
の
活

性
は
な
い
」と
話
さ
れ
て
い
る
。

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援

基
金
」を
効
果
的
に
運
用

し
、
「
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く

り
支
援
事
業
」や「
自
治
振
興
交

付
金
」の
増
額
は
で
き
な
い
か
。

人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く

り
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
予
算
が
不
足
し
た
場
合
は

補
正
で
対
応
す
る
。
自
治
振
興

交
付
金
の
増
額
は
検
討
し
た
い
。

人
づ
く
り・ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業
は
、
町
の
活

性
化
に
欠
か
せ
な
い
事
業
だ
。

町
民
に
対
す
る
さ
ら
な
る
啓
発

と
周
知
を
図
る
べ
き
で
は
。

啓
発
と
周
知
に
努
め

る
。

　　
近
年
の
大
雨
や
台
風
に
よ

り
、
住
民
の
恐
怖
心
は
一
層
高

ま
っ
て
い
る
。

河
川
法
16
条
の
３
に
よ

り
町
長
は
知
事
に
代

わ
っ
て
河
川
の
工
事
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の

こ
と
を
町

長
は
ど
う

受
け
止
め

て
い
る
か
。

本
来
県
が
管
理
す
る
河

川
に
対
し
て
、
町
の
予

算
を
投
入
し
て
ま
で
行
う
余
裕

が
な
く
現
段
階
で
は
執
行
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

　
町
道
や
県
道
の
整
備
は
計
画

的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
が
早
急

に
改
善
す
べ
き
場
所
が
あ
る
。

町
道
八
島
・
田
ノ
頭
線

の
工
事
終
了
後
、
八
島

交
差
点
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

用
地
交
渉
協
議
と
橋
梁

改
修
に
多
額
の
費
用
が

必
要
な
こ
と
か
ら
完
成
は
未
定
。

　
よ
っ
て
八
島
交
差
点
は
現
状

の
ま
ま
。

町長

議員
　
町
が
管
理
す
る
土
地
に
民
有

地
が
多
数
存
在
す
る
。
公
共
用

地
の
所
有
権
が
誰
に
あ
る
の
か

不
明
確
で
あ
る
。

公
有
地
に
つ
い
て
は
、

維
持
保
全
・
管
理
に
良

好
な
体
制
が
図
ら
れ
て
い
る
と

思
う
。
ど
の
位
の
民
有
地
が
あ

る
の
か
。約

２
８
０
０
件
、
約
29

万
５
０
０
０
件
あ
る
。

か
つ
て
の
農
水
省
事
業
の
対
応

に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

今
後
、
相
続
登
記
の
義

務
化
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
管
理
し
て
い
る
公
有
地
の

正
確
な
把
握
と
税
対
策
を
す
る

べ
き
で
は
。

把
握
で
き
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
対
処
し
て

い
き
た
い
。

議員 町長

　行政改革も公有
地の正確な把握も
待ったなし。特に
　　　　行政窓口の多様化と
　　　　民営化は国の後押し
　　　　もあり、早急な検討
　　　　が必要だ。

つぶ
　やき

　ふるさとづくり
応援基金で多くの
支援策が講じられ
ている。安全安心なまちづく
　　　　　りの視点で、県河
　　　　　川でも町長は整備
　　　　　を行うべきだ。

つぶ
　やき

町長

町長議員

議員

町長議員町長

行政窓口のイメージ
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城後　光 議員田添　有喜 議員 岡村　達馬 議員
時代に合わせて
行政を変えること

予算に余裕が
ない

自治体ＤＸとは県管理の河川整備を

議員町長

町長町長
調査・研究
したい

窓口業務民営化への
取組みは

町長

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

ＬＩＮＥによる情報提供、
予約システム

　今後、自治体ＤＸ
に積極的に取り組ん
でいくという意識を
感じたやりとりであった。

　新庁舎完成に合わ
せ一気に取り組んで
ほしい。

つぶ
　やき

荒れた河川

八島交差点（提案図）

　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
は
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

業
務
の
効
率
化
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
改
善
を
進
め
な
が
ら
、
住

民
の
利
便
性
向
上
を
目
指
す
取

組
み
。

Ｄ
Ｘ
で
、行
政
サ
ー
ビ
ス

は
ど
う
変
化
す
る
か
。

手
書
き
で
氏
名
住
所
を

記
入
す
る
こ
と
な
く
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
簡
単
に
申
請
が
で

き
た
り
、
役
場
に
出
向
か
な
く

と
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
申
請
が
で
き
た
り
、
コ
ン
ビ

ニ
で
各
種
証
明
書
の
受
け
取
り

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　
本
町
の
税
収
は
、
人
口
減
少

下
に
お
い
て
大
き
な
増
加
を
見

込
め
な
い
。
こ
の
た
め
、
職
員

数
を
大
幅
に
増
や
し
て
い
く
こ

と
は
現
実
的
で
は
な
い
。

Ｄ
Ｘ
を
進
め
て
い
く
う

え
で
の
課
題
は
。

ま
ず
、
町
職
員
の
意
識

改
革
が
必
要
。
Ｄ
Ｘ
を

進
め
る
こ
と
が
自
ら
の
業
務
改

善
を
進
め
る
こ
と
に
繋
が
る
と

い
う
意
識
を
高
め
て
い
く
。
次

に
、
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
環
境
に

慣
れ
な
い
町
民
に
い
か
に
使
い

や
す
い
状
態
を
提
供
で
き
る
か

は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
利
用

で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
少
し

で
も
増
や
し
て
い
き
、
簡
単
に

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
と
い

う
認
識
を
高
め
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

な
ぜ
今
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組

む
の
か
。

限
ら
れ
た
職
員
の
数
で

自
分
た
ち
の
職
場
環
境

と
同
時
に
住
民
福
祉
の
向
上
を

議員町長

議員町長

効
率
的
に
行
う
に
は
、Ｄ
Ｘ
に
取

り
組
む
し
か
な
い
。
国
や
県
の

方
針
か
ら
も
こ
の
３
年
で
形
に

で
き
る
よ
う
、
令
和
４
年
度
か

ら
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

議員
　
地
方
行
政
は
社
会
情
勢
に
よ

る
人
口
減
で
厳
し
い
状
況
に
あ

る
一
方
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
は
地
方
行
政
改
革
推

進
の
た
め
、
民
間
に
委

託
で
き
る
公
務
の
範
囲
を
通
知

し
た
り
、
示
し
た
り
し
て
い

る
。
本
町
で
は
ど
う
か
。

社
会
情
勢
や
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
に
よ
り
、
人
口

減
少
だ
け
で
は
職
員
数
を
語
れ

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

窓
口
業
務
を
民
間
委
託

し
て
い
る
自
治
体
に
は

経
費
削
減
に
よ
り
出
た
成
果
を

子
育
て
支
援
事
業
な
ど
に
充
て

て
い
る
所
も
あ
る
。
ま
た
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
導
入
に
よ
り
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
、

職
員
は
本
来
の
職
務
に
専
念
で

き
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
本

町
で
は
ど
う
か
。

先
行
し
て
い
る
近
隣
自

治
体
の
調
査
・
研
究
や

派
遣
会
社
か
ら
の
派
遣
と
い
う

方
法
も
あ
り
、検
討
を
進
め
た
い
。

議員 町長

町長

議員
　
町
長
は
、
か
ね
て
よ
り
「
自

治
会
の
活
性
な
く
し
て
町
の
活

性
は
な
い
」と
話
さ
れ
て
い
る
。

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援

基
金
」を
効
果
的
に
運
用

し
、
「
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く

り
支
援
事
業
」や「
自
治
振
興
交

付
金
」の
増
額
は
で
き
な
い
か
。

人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く

り
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
予
算
が
不
足
し
た
場
合
は

補
正
で
対
応
す
る
。
自
治
振
興

交
付
金
の
増
額
は
検
討
し
た
い
。

人
づ
く
り・ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業
は
、
町
の
活

性
化
に
欠
か
せ
な
い
事
業
だ
。

町
民
に
対
す
る
さ
ら
な
る
啓
発

と
周
知
を
図
る
べ
き
で
は
。

啓
発
と
周
知
に
努
め

る
。

　　
近
年
の
大
雨
や
台
風
に
よ

り
、
住
民
の
恐
怖
心
は
一
層
高

ま
っ
て
い
る
。

河
川
法
16
条
の
３
に
よ

り
町
長
は
知
事
に
代

わ
っ
て
河
川
の
工
事
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の

こ
と
を
町

長
は
ど
う

受
け
止
め

て
い
る
か
。

本
来
県
が
管
理
す
る
河

川
に
対
し
て
、
町
の
予

算
を
投
入
し
て
ま
で
行
う
余
裕

が
な
く
現
段
階
で
は
執
行
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

　
町
道
や
県
道
の
整
備
は
計
画

的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
が
早
急

に
改
善
す
べ
き
場
所
が
あ
る
。

町
道
八
島
・
田
ノ
頭
線

の
工
事
終
了
後
、
八
島

交
差
点
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

用
地
交
渉
協
議
と
橋
梁

改
修
に
多
額
の
費
用
が

必
要
な
こ
と
か
ら
完
成
は
未
定
。

　
よ
っ
て
八
島
交
差
点
は
現
状

の
ま
ま
。

町長

議員
　
町
が
管
理
す
る
土
地
に
民
有

地
が
多
数
存
在
す
る
。
公
共
用

地
の
所
有
権
が
誰
に
あ
る
の
か

不
明
確
で
あ
る
。

公
有
地
に
つ
い
て
は
、

維
持
保
全
・
管
理
に
良

好
な
体
制
が
図
ら
れ
て
い
る
と

思
う
。
ど
の
位
の
民
有
地
が
あ

る
の
か
。約

２
８
０
０
件
、
約
29

万
５
０
０
０
件
あ
る
。

か
つ
て
の
農
水
省
事
業
の
対
応

に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

今
後
、
相
続
登
記
の
義

務
化
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
管
理
し
て
い
る
公
有
地
の

正
確
な
把
握
と
税
対
策
を
す
る

べ
き
で
は
。

把
握
で
き
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
対
処
し
て

い
き
た
い
。

議員 町長

　行政改革も公有
地の正確な把握も
待ったなし。特に
　　　　行政窓口の多様化と
　　　　民営化は国の後押し
　　　　もあり、早急な検討
　　　　が必要だ。

つぶ
　やき

　ふるさとづくり
応援基金で多くの
支援策が講じられ
ている。安全安心なまちづく
　　　　　りの視点で、県河
　　　　　川でも町長は整備
　　　　　を行うべきだ。

つぶ
　やき

町長

町長議員

議員

町長議員町長

行政窓口のイメージ
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澤田　昭則 議員 藤川　法男 議員 北村　清美 議員 
取組みは
大変重要　実施する

「支え合い」の推進をプレミアム商品券
事業は

議員町長

町長町長
まずはニーズを
見極めたい

コロナ禍で
若手起業家の誘致は

町長

　コロナ禍で思う
ような成果が出て
いないが、支え合
いスタッフの皆さんの地道な
　　　　　活動に敬服してお
　　　　　ります。頑張れ。

つぶ
　やき

令和３年度の事業広告

支え合い勉強会の様子①

支え合い勉強会の様子②

ふるさと納税で申し込めるクーポン

　
人
口
減
少
と
併
行
し
団
塊
の

世
代
が
後
期
高
齢
者
に
突
入
す

る
中
で
、
近
々
の
対
策
と
し
て

重
点
的
に
町
民
の
た
め
の
施
策

が
必
要
で
あ
る
。

２
０
２
５
年
の
75
歳
以

上
の
高
齢
者
数
は
。
　

独
自
推
計
２
６
８
８

人
。
全
体
の
19
・
４
％

で
約
５
分
の
１
。

同
じ
く
２
０
４
０
年
の

高
齢
者
数
は
。

２
８
０
８
人
。
全
体
の

24
・
７
％
で
約
４
分
の

１
。

「
支
え
合
い
の
ま
ち
づ

く
り
」の
活
動
地
区
は
。

井
石
・
皿
山
・
中
尾
・

協
和
の
４
地
区
で
あ

る
。

こ
れ
を
推
進
し
て
い
る

が
現
状
の
課
題
は
。

高
齢
化
は
確
実
に
進
み

人
材
不
足
は
顕
著
で
あ

る
。
「
自
助
・
互
助
・
公
助
・

共
助
」
の
も
と
支
え
合
う
こ
と

と
、
必
要
性
を
町
民
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
る
。
な

か
な
か
短
期
間
で
は
浸
透
し
な

い
現
状
が
あ
り
、
取
組
み
に
は

リ
ー
ダ
ー
が
必
要
で
、
人
材
の

掘
り
起
し
が
必
要
。
現
役
世
代

に
お
い
て
将
来
の
活
動
に
向
け

た
意
識
づ
け
も
重
要
。

今
後
の
必
要
な
政
策

は
。

「
支
え
合
い
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
勉
強
会
や
意

見
交
換
会
な
ど
、
今
後
も
継
続

し
て
い
く
と
と
も
に
、
希
望
す

る
地
区
に
は
積
極
的
に
足
を
運

び
、
そ
の
地
区
に
あ
っ
た
体
制

づ
く
り
の
支
援
を
行
う
。
ま

た
、
活
動
し
て
い
る
地
区
と
の

交
流
会
も
実
施
し
、
情
報
共
有

を
図
り
、
よ
り
良
い
活
動
で
き

る
よ
う
事

業
を
推
進

し
て
い
き

た
い
。

議員 町長町長

議員町長

議員
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
社
会
の
あ

り
方
や
働
き
方
に
変
革
が
生
じ

て
お
り
、
更
に
は
Ｄ
Ｘ
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

な
ど
Ｄ
Ｘ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
意
識
し
た
施
設
を
設
け
、
若

手
起
業
家
に
誘
致
や
移
住
の
ア

ピ
ー
ル
が
で
き
な
い
か
。

時
代
の
潮
流
に
あ
っ
た

施
策
で
あ
り
、
新
た
な

仕
事
が
生
ま
れ
た
り
地
域
の
交

流
拠
点
に
な
る
可
能
性
も
秘
め

て
い
る
。

　
ま
ず
は
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
、

現
状
の
施
設
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環

境
を
整
備
し
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
る
な
ど
し

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
か
ら
研
究

し
た
い
。

　
町
は
窯
業
界
と
協
力
し
販
路

拡
大
を
見
据
え
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
活
用
を
促
し
て
い
る
。

「
販
路
拡
大
の
研
究
に

努
め
る
」
と
あ
る
が
、

町長

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が

あ
る
の
か
。

大
手
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
と
提

携
し
「
は
さ
み
焼
」
専

用
ペ
ー
ジ
の
開
設
と
多
く
の
消

費
者
を
取
り
込
む
た
め
、
ク
ー

ポ
ン
事
業
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

議員
　
終
わ
り
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
町
内
の
経
済
や
消
費

も
冷
え
切
っ
て
い
る
。

経
済
対
策
で
令
和
４
年

度
も
町
単
独
「
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
事
業
」
を
実
施
で

き
な
い
か
。

事
業
者
の
経
営
支
援
と

町
民
の
経
済
支
援
に
も

つ
な
が
る
の
で
実
施
予
定
。

　
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念

に
繋
が
る
政
策
で
あ
る
。

申
請
者
数
を
増
や
す
た

め
補
助
額
を
増
額
で
き

な
い
か
。方

策
と
し
て
通
年
受
付

へ
改
善
し
た
こ
と
と
併

せ
、
４
年
度
の
当
初
予
算
に
10

件
分
増
額
し
た
４
０
０
万
円
を

計
上
し
事
業
を
推
進
す
る
。

　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
助

成
事
業
が
１
年
経
過
し
た
。

改
善
点
や
変
更
点
は
あ

る
か
。

対
象
を
70
歳
以
上
に
変

更
し
た
。
ま
た
、
使
用

枚
数
の
制
限
を
撤
廃
し
、
申
請

手
続
き
に
つ
い
て
も
自
動
更
新

と
し
て
更
に
利
便
性
を
図
っ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
学
生
も
経
済
的
な

影
響
を
受
け
て
い
る
。

前
年
度
に
続
き
「
学
生

等
臨
時
応
援
商
品
券
支

給
事
業
」
を
早
急
に
実
施
で
き

な
い
か
。感

染
症
に
よ
る
経
済
的

な
影
響
を
注
視
し
な
が

ら
協
議
の
う
え
検
討
し
た
い
。

議員

　
波
佐
見
町
歴
史
文
化
交
流
館

は
開
館
１
周
年
を
迎
え
る
。
　

記
念
行
事
の
特
別
な
計

画
は
。

藤
田
雅
敏
様
寄
贈
の

「
藤
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

で
企
画
展
を
開
催
す
る
予
定
。

　
将
来
的
に
ス
マ
ー
ト
農
業
の

推
進
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

町
は
ス
マ
ー
ト
農
業
を

ど
の
よ
う
に
推
進
す
る

の
か
。
　
　
　

現
状
と
し
て
は
、
農
業

用
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
防

除
の
実
証
を
し
た
と
こ
ろ
、
有

効
が
認
め
ら
れ
農
業
組
合
法
人

等
で
そ
の
導
入
が
進
ん
で
い

る
。

　
農
業
経
営
に
は
最
先
端
技
術

に
よ
る
省
略
化
、
効
率
化
を
図

る
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
へ
の
取

り
組
み
は
重
要
な
課
題
と
認
識

し
て
お
り
、
そ
の
導
入
や
支
援

は
検
討
を
進
め
る
。

　

　この２年間新型
コロナの影響で仕
事の形態も変化した。
　町はアフターコロナを意識
　　　　　し計画を立ててお
　　　　　り、大いに期待す
　　　　　る。

つぶ
　やき

　コロナ禍、プレ
ミアム商品券事業
は低迷した消費拡
大促進の支援となる。
　　　　　２２０程の取扱店
　　　　　は町民の協力で元
　　　　　気になります。

つぶ
　やき

町長

町長

議員町長

議員教育長

議員町長議員

議員町長

議員

議員教育長

町長
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澤田　昭則 議員 藤川　法男 議員 北村　清美 議員 
取組みは
大変重要　実施する

「支え合い」の推進をプレミアム商品券
事業は

議員町長

町長町長
まずはニーズを
見極めたい

コロナ禍で
若手起業家の誘致は

町長

　コロナ禍で思う
ような成果が出て
いないが、支え合
いスタッフの皆さんの地道な
　　　　　活動に敬服してお
　　　　　ります。頑張れ。

つぶ
　やき

令和３年度の事業広告

支え合い勉強会の様子①

支え合い勉強会の様子②

ふるさと納税で申し込めるクーポン

　
人
口
減
少
と
併
行
し
団
塊
の

世
代
が
後
期
高
齢
者
に
突
入
す

る
中
で
、
近
々
の
対
策
と
し
て

重
点
的
に
町
民
の
た
め
の
施
策

が
必
要
で
あ
る
。

２
０
２
５
年
の
75
歳
以

上
の
高
齢
者
数
は
。
　

独
自
推
計
２
６
８
８

人
。
全
体
の
19
・
４
％

で
約
５
分
の
１
。

同
じ
く
２
０
４
０
年
の

高
齢
者
数
は
。

２
８
０
８
人
。
全
体
の

24
・
７
％
で
約
４
分
の

１
。

「
支
え
合
い
の
ま
ち
づ

く
り
」の
活
動
地
区
は
。

井
石
・
皿
山
・
中
尾
・

協
和
の
４
地
区
で
あ

る
。

こ
れ
を
推
進
し
て
い
る

が
現
状
の
課
題
は
。

高
齢
化
は
確
実
に
進
み

人
材
不
足
は
顕
著
で
あ

る
。
「
自
助
・
互
助
・
公
助
・

共
助
」
の
も
と
支
え
合
う
こ
と

と
、
必
要
性
を
町
民
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
る
。
な

か
な
か
短
期
間
で
は
浸
透
し
な

い
現
状
が
あ
り
、
取
組
み
に
は

リ
ー
ダ
ー
が
必
要
で
、
人
材
の

掘
り
起
し
が
必
要
。
現
役
世
代

に
お
い
て
将
来
の
活
動
に
向
け

た
意
識
づ
け
も
重
要
。

今
後
の
必
要
な
政
策

は
。

「
支
え
合
い
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
勉
強
会
や
意

見
交
換
会
な
ど
、
今
後
も
継
続

し
て
い
く
と
と
も
に
、
希
望
す

る
地
区
に
は
積
極
的
に
足
を
運

び
、
そ
の
地
区
に
あ
っ
た
体
制

づ
く
り
の
支
援
を
行
う
。
ま

た
、
活
動
し
て
い
る
地
区
と
の

交
流
会
も
実
施
し
、
情
報
共
有

を
図
り
、
よ
り
良
い
活
動
で
き

る
よ
う
事

業
を
推
進

し
て
い
き

た
い
。

議員 町長町長

議員町長

議員
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
社
会
の
あ

り
方
や
働
き
方
に
変
革
が
生
じ

て
お
り
、
更
に
は
Ｄ
Ｘ
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

な
ど
Ｄ
Ｘ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
意
識
し
た
施
設
を
設
け
、
若

手
起
業
家
に
誘
致
や
移
住
の
ア

ピ
ー
ル
が
で
き
な
い
か
。

時
代
の
潮
流
に
あ
っ
た

施
策
で
あ
り
、
新
た
な

仕
事
が
生
ま
れ
た
り
地
域
の
交

流
拠
点
に
な
る
可
能
性
も
秘
め

て
い
る
。

　
ま
ず
は
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
、

現
状
の
施
設
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環

境
を
整
備
し
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
る
な
ど
し

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
面
か
ら
研
究

し
た
い
。

　
町
は
窯
業
界
と
協
力
し
販
路

拡
大
を
見
据
え
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
活
用
を
促
し
て
い
る
。

「
販
路
拡
大
の
研
究
に

努
め
る
」
と
あ
る
が
、

町長

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が

あ
る
の
か
。

大
手
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
と
提

携
し
「
は
さ
み
焼
」
専

用
ペ
ー
ジ
の
開
設
と
多
く
の
消

費
者
を
取
り
込
む
た
め
、
ク
ー

ポ
ン
事
業
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

議員
　
終
わ
り
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
町
内
の
経
済
や
消
費

も
冷
え
切
っ
て
い
る
。

経
済
対
策
で
令
和
４
年

度
も
町
単
独
「
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
事
業
」
を
実
施
で

き
な
い
か
。

事
業
者
の
経
営
支
援
と

町
民
の
経
済
支
援
に
も

つ
な
が
る
の
で
実
施
予
定
。

　
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念

に
繋
が
る
政
策
で
あ
る
。

申
請
者
数
を
増
や
す
た

め
補
助
額
を
増
額
で
き

な
い
か
。方

策
と
し
て
通
年
受
付

へ
改
善
し
た
こ
と
と
併

せ
、
４
年
度
の
当
初
予
算
に
10

件
分
増
額
し
た
４
０
０
万
円
を

計
上
し
事
業
を
推
進
す
る
。

　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
助

成
事
業
が
１
年
経
過
し
た
。

改
善
点
や
変
更
点
は
あ

る
か
。

対
象
を
70
歳
以
上
に
変

更
し
た
。
ま
た
、
使
用

枚
数
の
制
限
を
撤
廃
し
、
申
請

手
続
き
に
つ
い
て
も
自
動
更
新

と
し
て
更
に
利
便
性
を
図
っ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
学
生
も
経
済
的
な

影
響
を
受
け
て
い
る
。

前
年
度
に
続
き
「
学
生

等
臨
時
応
援
商
品
券
支

給
事
業
」
を
早
急
に
実
施
で
き

な
い
か
。感

染
症
に
よ
る
経
済
的

な
影
響
を
注
視
し
な
が

ら
協
議
の
う
え
検
討
し
た
い
。

議員

　
波
佐
見
町
歴
史
文
化
交
流
館

は
開
館
１
周
年
を
迎
え
る
。
　

記
念
行
事
の
特
別
な
計

画
は
。

藤
田
雅
敏
様
寄
贈
の

「
藤
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

で
企
画
展
を
開
催
す
る
予
定
。

　
将
来
的
に
ス
マ
ー
ト
農
業
の

推
進
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

町
は
ス
マ
ー
ト
農
業
を

ど
の
よ
う
に
推
進
す
る

の
か
。
　
　
　

現
状
と
し
て
は
、
農
業

用
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
防

除
の
実
証
を
し
た
と
こ
ろ
、
有

効
が
認
め
ら
れ
農
業
組
合
法
人

等
で
そ
の
導
入
が
進
ん
で
い

る
。

　
農
業
経
営
に
は
最
先
端
技
術

に
よ
る
省
略
化
、
効
率
化
を
図

る
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
へ
の
取

り
組
み
は
重
要
な
課
題
と
認
識

し
て
お
り
、
そ
の
導
入
や
支
援

は
検
討
を
進
め
る
。

　

　この２年間新型
コロナの影響で仕
事の形態も変化した。
　町はアフターコロナを意識
　　　　　し計画を立ててお
　　　　　り、大いに期待す
　　　　　る。

つぶ
　やき

　コロナ禍、プレ
ミアム商品券事業
は低迷した消費拡
大促進の支援となる。
　　　　　２２０程の取扱店
　　　　　は町民の協力で元
　　　　　気になります。

つぶ
　やき

町長

町長

議員町長

議員教育長

議員町長議員

議員町長

議員

議員教育長

町長
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三石　孝 議員 岡村　真由美 議員 脇坂　正孝 議員 
所管の業務の中
で推進する　

今後、研究を
進めたい

有機農業・加工所・
周年出荷は

町長町長
５４００万円
以上かかる

第２の町民霊園を
造るとしたら

ＳＤＧｓの庁内での
取組みは

町長

墓標のない墓

近隣３高校の合格者数 　庁内における

ＳＤＧｓの取組

みは、まだまだの感がある。

　　　　もう少し積極的に

　　　　推進すべきと思う。

つぶ
　やき

波佐見焼製SDGs
啓発・普及用バッジＪＡＳ有機認証書

　
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
の
た
め
、
２
０
３

０
年
を
年
限
と
す
る
17
の
国
際

目
標
が
採
択
さ
れ
、
そ
れ
は
施

政
方
針
に
も
掲
げ
て
あ
る
。

町
民
や
事
業
所
等
へ
の

周
知
・
啓
発
は
ど
う
す

る
の
か
。広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
周
知
・
啓
発

す
る
。
本
町
で
の
実
践
例
と
し

て
、
廃
石
膏
リ
サ
イ
ク
ル
が
あ

る
。
窯
業
・
農
業
・
地
域
が
連

携
し
て
オ
ー
ル
波
佐
見
で
取
り

組
む
地
域
内
循
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
全
国
的
に
も
高
い
評
価

を
得
て
お
り
、
第
２
、
第
３
の

事
業
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

庁
内
に
お
け
る
事
業
推

進
体
制
は
ど
う
か
。

行
政
の
仕
事
は
、
ど
れ

も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が

る
の
で
特
化
し
た
体
制
の
構
築

は
予
定
し
て
い
な
い
。

「
町
基
本
計
画
」な
ど
に

ど
う
反
映
す
る
の
か
。

基
本
計
画
で
は
、
各
施

策
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

の
ど
れ
に
寄
与
・
貢
献
す
る
か

を
明
示
し
、
今
後
策
定
や
改
定

す
る
計
画
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

観
点
も
盛
り
込
む
予
定
で
あ
る
。

児
童
生
徒
の
指
導
は
ど

う
す
る
の
か
。

児
童
生
徒
に
と
っ
て

は
、
将
来
の
自
分
た
ち

の
問
題
と
し
て
家
庭
や
学
校
、

町
内
で
感
じ
る
こ
と
を
通
じ

議員町長

議員町長

て
、
丁
寧
な
取
組
み
を
行
い

「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
児
童

生
徒
の
育
成
を
図
り
た
い
。

議員
　
開
園
し
て
47
年
経
過
し
た
町

民
霊
園
に
は
、
運
用
に
あ
た
っ

て
の
関
連
条
例
が
あ
る
。

墓
標
が
無
い
区
画
が
45

も
あ
る
が
、
そ
の
理
由

は
何
か
。
ま
た
納
骨
は
済
ん
で

い
る
か
。
　

35
は
使
用
権
取
得
後
、

既
に
３
年
以
上
た
っ
て

い
る
。
経
済
的
理
由
が
主
で
、

全
て
納
骨
が
さ
れ
て
い
な
い
状

態
と
推
測
す
る
。
　

使
用
権
が
消
滅
し
た
区

画
の
墓
標
及
び
焼
骨
の

改
葬
場
所
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

新
た
な
改
葬
場
所
の
確

保
は
考
え
に
な
か
っ
た
。

実
態
は
条
例
に
そ
ぐ
わ

な
い
状
況
が
あ
る
。
霊

園
条
例
を
見
直
す
考
え
は
な
い

か
。

改
正
す
る
考
え
は
今
の

と
こ
ろ
な
い
。

議員
　
農
業
者
の
所
得
向
上
、
儲
か

る
農
業
と
言
わ
れ
て
久
し
く
な

る
が
、
一
向
に
所
得
の
向
上
が

う
か
が
え
な
い
。

町
内
農
業
者
の
所
得
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

規
模
・
形
態
が
そ
れ
ぞ

れ
な
の
で
、
所
得
ま
で

は
把
握
し
て
い
な
い
。

所
得
向
上
へ
の
施
策
は
。

米
価
低
迷
対
策
と
し
て

水
田
活
用
直
接
払
い
交

付
金
に
加
え
、
環
境
保
全
型
農

業
直
接
払
い
交
付
金
の
活
用
を

進
め
る
。

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
農
業
の
野

菜
は
高
価
で
供
給
が
不

足
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の

観
点
か
ら
推
進
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

有
機
農
家
は
小
さ
く
て

も
大
き
な
所
得
を
上
げ

て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
推
進
の

補
助
金
も
あ
る
の
で
相
談
し
て

ほ
し
い
。

規
格
外
農
産
物
の
加
工

品
の
販
売
は
少
量
で
も

現
金
化
で
き
る
。

　
小
さ
な
加
工
所
や
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

今
後
、
研
究
を
進
め
た

い
。

農
産
物
に
は
旬
と
い
う

も
の
が
あ
る
の
で
、
青

果
で
の
周
年
出
荷
は
難
し
い
と

さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
日
本
の
冷
凍
技
術

を
活
用
す
れ
ば
、
流
通
に
幅
が

出
て
周
年
出
荷
は
可
能
に
な

る
。

　
所
得
向
上
に
結
び
つ
く
可
能

性
も
あ
り
、
研
究
を
進
め
て
は

ど
う
か
。今

後
の
課
題
と
し
て
研

究
し
た
い
。

　
町
は
２
０
０
０
万
円
を
投
じ

て
野
球
部
の
寮
を
取
得
し
た
。

更
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
年
間
３

０
０
万
円
の
運
営
費
を
予
算
計

上
し
て
い
る
。

こ
れ
は
保
護
者
が
納
め

る
寮
費
の
軽
減
に
反
映

さ
れ
る
の
か
。

他
寮
と
の
関
係
で
寮
費

に
は
反
映
さ
れ
な
い
。

寮
費
補
助
が
あ
っ
て
も

寮
費
自
体
が
安
く
な
ら

な
け
れ
ば
、
生
徒
は
集
ま
ら
な

い
の
で
は
。

事
態
は
急
に
は
変
わ
ら

な
い
。
こ
れ
か
ら
も
最

善
を
尽
く
し
て
支
援
す
る
。

　
　無縁社会・多死
社会となり、墓の
あり様も変わりつ
つある。開園50年を機に、
　　　　霊園条例を見直し
　　　　合葬の場所も確保
　　　　すべきだ。

つぶ
　やき

　国や県の施策と
いえども市町の職
員なしでは実施で
きない。日々の業務に追われ
　　　　るようでは、基幹産
　　　　業の農業は衰退の一
　　　　途しかない。

つぶ
　やき

町長

議員町長

議員町長議員

議員町長

町長町長

町長町長 議員

   校  名
波佐見

川棚

佐世保東翔

学科
普通
商業
美工
計

普通
生総
計

総合

定員
６０
４０
２０

120
８０
4０

120
１２０

合格
３１
２５
１６
72
６２
２６
88
８４

倍率

０．６

０．７

０．７

議員町長

議員教育長議員町長 議員議員

町長

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇
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三石　孝 議員 岡村　真由美 議員 脇坂　正孝 議員 
所管の業務の中
で推進する　

今後、研究を
進めたい

有機農業・加工所・
周年出荷は

町長町長
５４００万円
以上かかる

第２の町民霊園を
造るとしたら

ＳＤＧｓの庁内での
取組みは

町長

墓標のない墓

近隣３高校の合格者数 　庁内における

ＳＤＧｓの取組

みは、まだまだの感がある。

　　　　もう少し積極的に

　　　　推進すべきと思う。

つぶ
　やき

波佐見焼製SDGs
啓発・普及用バッジＪＡＳ有機認証書

　
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
の
た
め
、
２
０
３

０
年
を
年
限
と
す
る
17
の
国
際

目
標
が
採
択
さ
れ
、
そ
れ
は
施

政
方
針
に
も
掲
げ
て
あ
る
。

町
民
や
事
業
所
等
へ
の

周
知
・
啓
発
は
ど
う
す

る
の
か
。広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
周
知
・
啓
発

す
る
。
本
町
で
の
実
践
例
と
し

て
、
廃
石
膏
リ
サ
イ
ク
ル
が
あ

る
。
窯
業
・
農
業
・
地
域
が
連

携
し
て
オ
ー
ル
波
佐
見
で
取
り

組
む
地
域
内
循
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
全
国
的
に
も
高
い
評
価

を
得
て
お
り
、
第
２
、
第
３
の

事
業
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

庁
内
に
お
け
る
事
業
推

進
体
制
は
ど
う
か
。

行
政
の
仕
事
は
、
ど
れ

も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が

る
の
で
特
化
し
た
体
制
の
構
築

は
予
定
し
て
い
な
い
。

「
町
基
本
計
画
」な
ど
に

ど
う
反
映
す
る
の
か
。

基
本
計
画
で
は
、
各
施

策
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

の
ど
れ
に
寄
与
・
貢
献
す
る
か

を
明
示
し
、
今
後
策
定
や
改
定

す
る
計
画
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

観
点
も
盛
り
込
む
予
定
で
あ
る
。

児
童
生
徒
の
指
導
は
ど

う
す
る
の
か
。

児
童
生
徒
に
と
っ
て

は
、
将
来
の
自
分
た
ち

の
問
題
と
し
て
家
庭
や
学
校
、

町
内
で
感
じ
る
こ
と
を
通
じ

議員町長

議員町長

て
、
丁
寧
な
取
組
み
を
行
い

「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
児
童

生
徒
の
育
成
を
図
り
た
い
。

議員
　
開
園
し
て
47
年
経
過
し
た
町

民
霊
園
に
は
、
運
用
に
あ
た
っ

て
の
関
連
条
例
が
あ
る
。

墓
標
が
無
い
区
画
が
45

も
あ
る
が
、
そ
の
理
由

は
何
か
。
ま
た
納
骨
は
済
ん
で

い
る
か
。
　

35
は
使
用
権
取
得
後
、

既
に
３
年
以
上
た
っ
て

い
る
。
経
済
的
理
由
が
主
で
、

全
て
納
骨
が
さ
れ
て
い
な
い
状

態
と
推
測
す
る
。
　

使
用
権
が
消
滅
し
た
区

画
の
墓
標
及
び
焼
骨
の

改
葬
場
所
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

新
た
な
改
葬
場
所
の
確

保
は
考
え
に
な
か
っ
た
。

実
態
は
条
例
に
そ
ぐ
わ

な
い
状
況
が
あ
る
。
霊

園
条
例
を
見
直
す
考
え
は
な
い

か
。

改
正
す
る
考
え
は
今
の

と
こ
ろ
な
い
。

議員
　
農
業
者
の
所
得
向
上
、
儲
か

る
農
業
と
言
わ
れ
て
久
し
く
な

る
が
、
一
向
に
所
得
の
向
上
が

う
か
が
え
な
い
。

町
内
農
業
者
の
所
得
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

規
模
・
形
態
が
そ
れ
ぞ

れ
な
の
で
、
所
得
ま
で

は
把
握
し
て
い
な
い
。

所
得
向
上
へ
の
施
策
は
。

米
価
低
迷
対
策
と
し
て

水
田
活
用
直
接
払
い
交

付
金
に
加
え
、
環
境
保
全
型
農

業
直
接
払
い
交
付
金
の
活
用
を

進
め
る
。

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
農
業
の
野

菜
は
高
価
で
供
給
が
不

足
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の

観
点
か
ら
推
進
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

有
機
農
家
は
小
さ
く
て

も
大
き
な
所
得
を
上
げ

て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
推
進
の

補
助
金
も
あ
る
の
で
相
談
し
て

ほ
し
い
。

規
格
外
農
産
物
の
加
工

品
の
販
売
は
少
量
で
も

現
金
化
で
き
る
。

　
小
さ
な
加
工
所
や
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

今
後
、
研
究
を
進
め
た

い
。

農
産
物
に
は
旬
と
い
う

も
の
が
あ
る
の
で
、
青

果
で
の
周
年
出
荷
は
難
し
い
と

さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
日
本
の
冷
凍
技
術

を
活
用
す
れ
ば
、
流
通
に
幅
が

出
て
周
年
出
荷
は
可
能
に
な

る
。

　
所
得
向
上
に
結
び
つ
く
可
能

性
も
あ
り
、
研
究
を
進
め
て
は

ど
う
か
。今

後
の
課
題
と
し
て
研

究
し
た
い
。

　
町
は
２
０
０
０
万
円
を
投
じ

て
野
球
部
の
寮
を
取
得
し
た
。

更
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
年
間
３

０
０
万
円
の
運
営
費
を
予
算
計

上
し
て
い
る
。

こ
れ
は
保
護
者
が
納
め

る
寮
費
の
軽
減
に
反
映

さ
れ
る
の
か
。

他
寮
と
の
関
係
で
寮
費

に
は
反
映
さ
れ
な
い
。

寮
費
補
助
が
あ
っ
て
も

寮
費
自
体
が
安
く
な
ら

な
け
れ
ば
、
生
徒
は
集
ま
ら
な

い
の
で
は
。

事
態
は
急
に
は
変
わ
ら

な
い
。
こ
れ
か
ら
も
最

善
を
尽
く
し
て
支
援
す
る
。

　
　無縁社会・多死
社会となり、墓の
あり様も変わりつ
つある。開園50年を機に、
　　　　霊園条例を見直し
　　　　合葬の場所も確保
　　　　すべきだ。

つぶ
　やき

　国や県の施策と
いえども市町の職
員なしでは実施で
きない。日々の業務に追われ
　　　　るようでは、基幹産
　　　　業の農業は衰退の一
　　　　途しかない。

つぶ
　やき

町長

議員町長

議員町長議員

議員町長

町長町長

町長町長 議員

   校  名
波佐見

川棚

佐世保東翔

学科
普通
商業
美工
計

普通
生総
計

総合

定員
６０
４０
２０

120
８０
4０

120
１２０

合格
３１
２５
１６
72
６２
２６
88
８４

倍率

０．６

０．７

０．７

議員町長

議員教育長議員町長 議員議員

町長

◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
◆
◇
　
◇
◆
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委員会

レポート
総務文教委員会

総務文教委員会は、１月２６日、総務課の調査を行った。産業厚生委員会は、２月１６日、建設課及び農林課の調査を行った。

調査項目１　自治会未加入世帯の加入促進について

　加入世帯は、１月２６日現在　全５３０６世帯中４３４３世帯、加入率は８１.９％で
ある。最高は１００％で３地区、最低は６７.４％で７０％未満が２地区であった。
　自治会への加入促進については、自治会の役割や加入した場合の恩恵等について、HP
や資料の充実を図り周知・啓発に力を入れたい。

【 主な質疑・回答 】　
　新しい自治会制度の研究が必要ではないか。⇒　研究が必要と思っている。
　アパートの家主等との協議はしているのか。⇒　実施していないが研究したい。

《 所 見 》
　メリットや必要性が少ないと思われていること
が未加入理由の一つにあると考えられる。勧誘例
として、コロナ予防接種での自治会の果たした役
割、災害時の助け合い、子どもや高齢者の見守
り、環境整備等、多々ある。デメリットの説明も
併せて、自治会を理解していただき、加入促進に
つなげられないだろうか。

調査項目２　各自治会における消防費について

　分団消防費の調査結果では、各自治会消防費は団員一
人当たり平均で最高４４,１３８円、最低２０,７４９円と
なり、分団間で差があった。

《 所 見 》
　調査結果として、分団間・団員間・負担する自治会間
（自治会員）で差があること、自治会未加入者は負担し
ていない現状があることなど、課題が判明した。このこ
とは、各分団の活動内容にもよるが、支出（経費）との
関連やこれまでの経緯もあり、難しい課題である。

委員会

レポート

委員会の様子

消防団による消防出初め式

産業厚生委員会

【 建 設 課 】
　新規事業としては、重点景観計画の策
定（～５年度）や町営住宅協和団地水道
管敷設工事を予定している。
　町道改良工事については、１１路線と
舗装工事が９路線、橋梁工事が５河川、
そして西ノ原土地区画整理事業である。
　災害復旧工事については、町道９路線
１０か所、普通河川４河川９か所、公園
１か所の復旧工事を予定している。

《 所 見 》
　建設課の業務は、町民のライフライン
整備が主なもの。昨年の豪雨により被災
した生活道路等、急を要する工事が実施
される。　　
　なお、西ノ原土地区画整理事業は、職
員の体制を整え、事業の更なるスピード
アップを期待したい。

【 農 林 課 】
　新規事業としては、農業用廃プラス
チック事業補助金等２件、土地改良面で
は、鶴の川堰改修工事、改善センター改
修工事等外１件を予定している。
　災害復旧工事については、農地２８か
所、農業用施設４６か所、合計１５７工
区。また、林道２路線で３か所である。
令和５年度にかけて実施を予定している。

《 所 見 》
　災害復旧は、激甚災害の指定を受ける
ものの、改めて８月豪雨の爪痕は大き
い。早期復旧が急がれる。
　なお、環境保全型農業は、農薬や化学
肥料の使用量を半減することで、支給さ
れる交付金。ＳＤＧｓの観点から農家の
挑戦に期待する。

※発行済の広報内容の一部に誤りがありましたので、訂正しお詫びいたします。
　【はさみ議会だよりNo.157 令和4年2月号】８ページ
　産業厚生委員会レポートの【主な質疑】の中で本町の民生委員・児童委員協議会の人数を
　「39名」と記載していましたが、正しくは「31名」でした。

８月豪雨の災害箇所

調査項目　①令和４年度の主な事業内容　②災害復旧工事について
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委員会

レポート
総務文教委員会

総務文教委員会は、１月２６日、総務課の調査を行った。産業厚生委員会は、２月１６日、建設課及び農林課の調査を行った。

調査項目１　自治会未加入世帯の加入促進について

　加入世帯は、１月２６日現在　全５３０６世帯中４３４３世帯、加入率は８１.９％で
ある。最高は１００％で３地区、最低は６７.４％で７０％未満が２地区であった。
　自治会への加入促進については、自治会の役割や加入した場合の恩恵等について、HP
や資料の充実を図り周知・啓発に力を入れたい。

【 主な質疑・回答 】　
　新しい自治会制度の研究が必要ではないか。⇒　研究が必要と思っている。
　アパートの家主等との協議はしているのか。⇒　実施していないが研究したい。

《 所 見 》
　メリットや必要性が少ないと思われていること
が未加入理由の一つにあると考えられる。勧誘例
として、コロナ予防接種での自治会の果たした役
割、災害時の助け合い、子どもや高齢者の見守
り、環境整備等、多々ある。デメリットの説明も
併せて、自治会を理解していただき、加入促進に
つなげられないだろうか。

調査項目２　各自治会における消防費について
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消防団による消防出初め式

産業厚生委員会
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《 所 見 》
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ものの、改めて８月豪雨の爪痕は大き
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　なお、環境保全型農業は、農薬や化学
肥料の使用量を半減することで、支給さ
れる交付金。ＳＤＧｓの観点から農家の
挑戦に期待する。

※発行済の広報内容の一部に誤りがありましたので、訂正しお詫びいたします。
　【はさみ議会だよりNo.157 令和4年2月号】８ページ
　産業厚生委員会レポートの【主な質疑】の中で本町の民生委員・児童委員協議会の人数を
　「39名」と記載していましたが、正しくは「31名」でした。

８月豪雨の災害箇所

調査項目　①令和４年度の主な事業内容　②災害復旧工事について
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委員会

レポート
議会運営委員会

　3月から定例会でもタブレット使
用を開始し、試行的に会議資料の
閲覧や会議内容のメモを行なっ
た。
　最初の定例会での使用というこ
とで、混乱も予想されたが、紙資
料とタブレットを併用することで
大きなトラブルもなく、スムーズ
な運用開始となった。
　また本会議以外の議会審議にお
いても、原則として紙資料を省く
ことで経費削減及び事務の負担軽減
を図りたい。
　紙資料の廃止を目指し、6月定例会では主にタブレットによる審議を行う予定である。
　今後は、タブレットの利点を活かし、デジタル化を進めることで、町民ニーズにあった
行政及び議会活動の実施に向けた取組みを加速させていきたい。

4月1日から通年ノーネクタイを実施

　これまで、クールビズとして5月から10月までの期間は、ノーネクタイで議会・議員活
動を行っていた。全国的に働き方改革、環境負荷軽減、性差による受取り方の許容などを
理由に、町議会においても、通年ノーネクタイの取組みを開始する。
　フォーマルな服装が求められる式典などを除き、議員各人の判断でノーネクタイによる
活動を認めることとした。

タブレット使用の様子

議会改革調査特別委員会委員会

レポート

　令和３年６月15日から、４年３月までに計８回の委員会を開いた。
　これまで、議員定数、各種事業の効率的な執行や事業に必要な予算確保等に対しての要
望書提出の取扱い方、議会議員政治倫理条例の策定などについて熱く議論してきた。
　政治倫理条例の主な内容としては、条例を制定しようとした目的、議員の責務などで、
11条に及ぶ条文により構成し、６月議会
での上程に向け、検討を進めていく。

官製談合再発防止等
　調査特別委員会 終了！
官製談合再発防止等
　調査特別委員会 終了！

　本委員会は、令和２年９月２４日に発議された「官製談合の再発防止と職員の綱
紀粛正を求める決議」により、「職員の定数の見直しと組織体制の充実」「コンプ
ライアンス研修の充実と徹底」「財務法令等の順守と徹底」「職員倫理条例の早期
制定」について強く改善を求め、官製談合等の事件を三度起こさないことや町民へ
の信頼回復に最善を尽くすことを確認し協議を重ね、３年１月１５日に提言書を町
長へ提出した。
　本委員会は、決議された内容について改善が見られることを確認し、同様の事件
等が発生しないことを強く願い、４年３月１６日付けで官製談合再発防止等調査特
別委員会の役目を終えた。
　なお、今後は常任委員会で継続して調査・研究を行うこととした。

議会改革調査特別委員会は、議会改革の一環として、総括的に議論
するために特別委員会を設置した。

今後は本会議など、これまでと違ったスタ
イルで、議員活動を行うことになります。
ご理解をお願いします。

議会にタブレットを導入

委員会の様子

今後は議員のなり手不足対策として、
議員定数や議員報酬、政務活動費など
についても調査・研究を行います。
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No.158 令 和４年５月号

波佐見高校 美術・工芸科３年
山﨑 未緒
やまさき　み　お

今月の
はさみの人 さん

令和３年度 長崎県高等学校総合文化祭　【美術部門】工芸部門

優秀賞 『新奇深藍』＊作品は2年次に制作したものです。
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次回定例会は６月７日から16日までを予定しています。

傍聴者の声 3月定例会には延べ15人の傍聴者がありました。
今回はケーブルテレビ視聴者の声も紹介します。

　プレミアム商品券は全
商店や事業会社も取扱店
にできないでしょうか｡
小さなコーヒー館などで
も使えたら良いと思いま
す。同じ町民です。
　　　　　（60代　男性）

　議会当日、傍聴に行けな
くてもテレビで後日、見ら
れるので、波佐見の行政が
少し理解できました。

（50代　男性）

　一般質問では新年
度事業に向けて様々
な提案を出してほし
かった。

（40代　男性）

　傍聴席で音声は聞き
やすかった。テレビモニ
ターも見やすかった。

（70代　男性）

　予算特別委員会の
質疑で細かい内容の
ことも重要ですが、
大きな事業について
たくさん質問しても
らいたかった。

（40代　男性） 　今年度当初予算額がかな
り増額しているのは、豪雨
災害の復旧工事や新庁舎建
設などの事業が加わってい
ることがわかった。

（50代　男性）

　傍聴者にも提案される議
案内容の書類を配布しても
らい、それを参考に、審議
される様子を見てみたい。

（50代　男性）

　予算特別委員会の質疑応
答をテレビで視聴しました
が、長時間で疲れました。

（60代　男性）

（TV画像）（TV画像）
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